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労
働
者
・
事
業
主
か
ら
の
相
談
を

お
受
け
し
、
紛
争
の
自
主
的
な
解

決
を
促
進
す
る
た
め
の
援
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み

の
方
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配

な
方
、
人
事
・
労
務
等
で
疑
問
を

お
持
ち
の
方
な
ど
は
、
お
気
軽
に

最
寄
り
の
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
白
河
労
働
基
準
監
督
署
☎
㉔
１

３
９
１

　　
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
Ⅰ
種
試
験
及
び
Ⅱ
種
試
験
（
大

学
卒
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。

《
Ⅰ
種
試
験
》

⃝
受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
８

日
㈮

⃝
第
１
次
試
験
日　
５
月
１
日
㈰

《
Ⅱ
種
試
験
》

⃝
受
付
期
間　
４
月
11
日
㈪
～
20

日
㈬

⃝
第
１
次
試
験
日　
６
月
19
日
㈰

※
申
込
用
紙
の
請
求
や
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局
☎
０
２
２

︲
２
２
１
︲
２
０
２
２

⃝
日
時　
３
月
20
日
㈰
／
午
後
４

時
～
５
時

⃝
会
場　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
「
え
き
か

ふ
ぇ
」
特
設
ス
テ
ー
ジ

⃝
入
場
料　
無
料

問
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
４
９
６

︲
７
６
１
０

21 20

三
菱
ガ
ス
化
学
社
が
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
将
来
、
32
㌶
の
用
地
に
10
棟
の
工
場
が
並

び
、
１
０
０
０
人
を
優
に
超
え
る
雇
用
が
生
ま
れ
ま

す
。
本
市
に
と
っ
て
は
、
住
友
ゴ
ム
社
以
来
40
年
振

り
の
大
型
の
誘
致
に
な
り
ま
す
。
立
地
を
め
ぐ
っ
て

は
、
海
外
移
転
と
国
内
存
続
と
に
分
か
れ
た
よ
う
で

す
。
結
果
と
し
て
、
海
外
の
政
治
的
・
文
化
的
リ
ス

ク
へ
の
懸
念
と
、
中
核
的
技
術
は
手
許
に
置
く
べ
き
、

と
の
判
断
に
よ
り
国
内
に
落
ち
着
い
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
適
地
と
し
て
白
河
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
当
社
は
、食
品
の
鮮
度
を
保
持
す
る
「
酸
素
防
止
剤
」

や
携
帯
・
パ
ソ
コ
ン
の
心
臓
部
、
液
晶
テ
レ
ビ
等
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
フ
ィ
ル
ム
を
製
造
し
、
製
品
の
80

％
以
上
が
自
社
技
術
に
よ
る
独
自
製
品
と
い
う
研
究

開
発
を
得
意
と
す
る
企
業
で
す
。
白
河
に
も
研
究
所

を
併
設
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
県
の
産
業
の
高

度
化
に
大
き
く
貢
献
し
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
誘
致
の

新
し
い
モ
デ
ル
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
は
土
佐
の
岩
崎
弥
太
郎
が
創
業
し
た
「
三
菱
」

グ
ル
ー
プ
の
一
員
。
財
閥
解
体
の
憂
き
目
に
あ
い
な

が
ら
も
甦
り
、
各
企
業
が
三
菱
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
き
継

ぎ
日
本
経
済
の
屋
台
骨
を
担
っ
て
い
ま
す
。
綱
領
に

「
所
期
奉
公
」
が
あ
り
ま
す
。「
事
業
を
通
し
て
国
に

尽
く
す
、
国
家
社
会
の
た
め
の
三
菱
た
ら
ん
」
と
の

意
で
す
。
こ
れ
は
、
事
業
を
行
う
地
域
を
大
事
に
し

た
い
と
の
心
に
通
じ
て
い
ま
す
。
工
場
完
成
の
折
に

は
、
社
旗
を
中
心
に
両
側
に
県
・
市
旗
が
翻
り
、
白

河
と
と
も
に
伸
び
ゆ
く
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
そ
う
で
す
。

な
ん
と
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
件
で
は
人
の
縁
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
立
地

の
情
報
提
供
者
は
本
県
出
身
で
、
入
手
し
た
の
は
市

の
職
員
。
二
人
は
以
前
か
ら
企
業
誘
致
の
仕
事
を
通

し
て
の
知
り
合
い
。
こ
の
方
は
、
私
が
県
職
員
の
折

お
世
話
に
な
り
、
親
し
い
友
人
の
弟
に
あ
た
る
。
ま

た
地
質
や
形
状
が
、
工
場
用
地
に
ふ
さ
わ
し
い
か
否

か
を
判
断
す
る
担
当
者
も
本
県
出
身
。
さ
ら
に
、
知

事
の
親
戚
の
方
が
社
内
の
有
力
者
と
友
人
で
あ
る

こ
と
・
・
・
。
様
々
な
縁
が
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
天
の
配
剤
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

土
地
の
縁
も
あ
り
ま
し
た
。
子
会
社
が
西
郷
で

操
業
し
て
お
り
、
こ
の
分
野
の
事
業
拡
大
に
好
都

合
だ
っ
た
こ
と
。
転
勤
や
出
張
で
白
河
に
親
近
感

を
持
つ
社
員
が
少
な
か
ら
ず
い
た
こ
と
。
当
社
は
、

白
河
に
深
い
縁
を
持
つ
三
菱
製
紙
が
出
資
設
立
し

た
会
社
を
母
体
に
し
て
い
る
こ
と
。
三
菱
と
白
河

の
関
わ
り
も
、
有
形
無
形
の
力
に
な
っ
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
県
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
知
事
の
的
確
な
指
揮
の
も
と
、
副
知

事
・
企
業
局
長
が
大
事
な
場
面
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
県
と
市
の
息
の
合

っ
た
対
応
が
効
を
奏
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

高
い
技
術
と
研
究
開
発
力
の
あ
る
企
業
の
誘
致

が
決
ま
り
ま
し
た
。
市
と
し
て
、
何
を
求
め
ら
れ

ど
う
対
応
す
る
か
、
こ
れ
か
ら
が
肝
心
で
す
。
大

事
な
の
は
ま
ず
人
材
の
育
成
で
す
。
土
地
・
水
・

交
通
と
い
っ
た
条
件
以
上
に
重
要
な
の
は
、
実
用

的
技
術
と
技
能
を
持
つ
働
き
手
の
存
在
で
す
。
新

卒
者
が
就
職
に
苦
し
む
中
、
工
業
専
門
校
や
技
術

訓
練
校
生
が
引
っ
張
り
だ
こ
な
の
は
、
こ
れ
を
裏

づ
け
て
い
ま
す
。
今
後
、
職
業
系
高
校
の
教
育
内

容
を
充
実
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
産
業
界
が
求
め

る
実
践
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策

を
練
り
、
実
行
に
移
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
は
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

企
業
を
誘
致
す
る
と
は
、
地
域
の
良
さ
を
売
る
こ

と
で
す
。
地
域
の
良
さ
と
は
、
医
療
福
祉
・
学
校
・

道
路
・
文
化
の
充
実
度
や
心
の
優
し
さ
等
、
安
心

し
潤
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
特
に
県
外
か
ら
来
ら

れ
る
方
に
は
大
き
い
関
心
事
で
あ
り
、
白
河
で
生

涯
を
送
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
う
え
で
大
き
い
比

重
を
占
め
る
も
の
で
す
。

　

白
河
に
設
備
投
資
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
戴
け

る
企
業
を
増
や
す
た
め
に
も
、
人
が
集
い
賑
わ
う
、

歴
史
文
化
の
香
り
が
し
、
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
が
揃
っ
た
魅
力
の
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

市
長
の

手
控
え
帖

　
市
民
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通

事
故
に
遭
っ
た
方
に
見
舞
金
や
弔

慰
金
を
支
給
す
る
互
助
制
度
で
す
。

ご
家
族
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
会
費　

年
間
一
人
５
０
０
円

（
年
度
途
中
の
加
入
も
同
額
）

⃝
共
済
期
間　
平
成
23
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

（
年
度
途
中
で
加
入
す
る
場
合
は
、

加
入
日
の
翌
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
）

⃝
加
入
資
格　
白
河
市
民
ま
た
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

※
年
齢
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

転
出
す
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

※
加
入
者
が
平
成
23
年
４
月
１
日

以
降
に
転
出
し
て
も
会
員
資
格
は

継
続
し
ま
す
。

⃝
申
込
方
法　
加
入
申
込
書
に
会

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

①
町
内
会
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
る
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

町
内
会
の
取
扱
者
（
班
長
な
ど
）

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。　
②
上
記

以
外
の
方
は
、
本
庁
舎
生
活
環
境

課
・
各
庁
舎
市
民
福
祉
課
・
各
行

政
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
２
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

《
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決　
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
》

　
福
島
労
働
局
で
は
、
平
成
21
年

４
月
よ
り
、
県
内
全
て
の
労
働
基

準
監
督
署
内
に
「
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
解
雇
、

労
働
条
件
、
募
集
・
採
用
な
ど
労

働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
つ
い
て
、
総
合
労
働
相
談
員
が

【地上デジタル放送の準備をお急ぎください】
　アナログ放送は、平成23年７月24日にすべての放送が終了（完全停波）します。それまでの間に、地上デジ
タル放送を視聴するための準備をしないとテレビを見ることができなくなります。
　地上デジタル放送を視聴するには、地上デジタル放送対応の受信機とＵＨＦアンテナが必要です。受信機は、
新たにデジタルテレビを購入するほか、アナログテレビに地上デジタル放送対応チューナーを取り付ける方法
もあります。
　なお、経済的な理由等で地上デジタル放送に対応できない世帯（世帯全員が市町村民税非課税等）に対しては、
地上デジタルテレビ用チューナーの無償給付などの支援を行っています。地デジの準備にあたっての困りごと
については、デジサポ福島☎024-505-1010、市町村民税非課税世帯への支援については地デジチューナー支
援実施センター☎0570-023724へお問い合わせください。                  　　　問本庁舎企画政策課　内2398

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

ま
ち
か
ど
伝
言
板

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
「
ロ
ッ
キ
ー
チ
ャ
ッ
ク
」

案
内

平
成
23
年
度
市
民
交
通

災
害
共
済
申
込
受
付
中

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　　　車上ねらい・タイヤ盗難に注意！
【車上ねらいに遭わないために】
　①しっかり、施錠しましょう。
　②貴重品を車内に保管したり、外から見え
　　るところにバッグ等を置かないようにし
　　ましょう。
【タイヤ盗難の被害に遭わないために】
　①履き替えたタイヤは、物置などカギのか
　　かる所に保管しましょう。
　②やむを得ず軒下などで保管する場合は、
　　チェーン錠等でひとくくりにするか、チ
　　ェーン等で結束するなどの防犯対策をお
　　願いします。
※なお、夜間、駐車場などに見かけない車や
　人がいる場合には110番通報してください。
　　　　問白河警察署生活安全課☎㉓0110

　いますぐできる地域貢献
　　　～自分のまち　大切な人　ボクらで守る～
　消防団員を募集しています。
　消防団員は、各種訓練や知識・技術を習得し、火災時の消
火活動はもとより、災害発生時の救助活動他、警戒巡視、避
難誘導、予防活動を通して地域住民の生命や財産を守ること
により地域防災・コミュニティの中核的存在として重要な役
割を担っています。
　市内在住で18歳以上の男女であればどなたでも入団でき
ますので、ぜひご応募ください。
問本庁舎生活環境課　内2166／各庁舎市民福祉課　表郷☎
㉜2113　大信☎㊻3974　東☎㉞2113

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
企
業
誘
致
に

　
　
　
　
ま
つ
わ
る
縁
』


